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外国の環境科学研究と教育の現状

橋　　本　道　夫＊

翌　はじめに

　環境科学に関する教育の海外での現状を調べるにあたってヨ環境科学といラ用語は1969年12

月のアメリカの国会委員会報告に現在当研究班でとりあげているのと同じ意味において用いられて

いるが，環境科学に関する教育という表現では，その報告書で「高等教育機関における環境科学」

という表題の中に含まれているものとみてよいが，ユ973年のO　E　C　Dの報告では大学レベルにお

ける環境教育という表題を用いている。そこで大学や高等教育機関における環境教育という表題で

報告されているものをも。環境科学に関する教育（以下環境教育という）という範囲に含めて調べ

ることとしたo

　環境教育という新たな問題意識のもとに，大学及び大学院における教育体系を新たに組織しはじ

めたのは1960年代の後半である。

　欧米の大学や大学院における新たな認識に立った環境教育の体系は1966年から組織的な検討を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1玉X2×3〕
開始し，1968年以陶順次公式に環境教育の新しい課題が始められている。

　環境に関連した教育は古くから各々の関連学問の分野で行なわれていたことは言うまでもない。

公衆衛生学における環境衛生。土木工学における治山里治水，衛生工学，建築工学における都市計

画等はそれぞれの学問領域における応用科学としての取組みであり官生物学，農学，林学，地理学，

地球物理学，地球化学等は正しく環境要素そのものを学問の対象として取り組んでいた。

　これが新しい意識のもとに里新たな教育課題を組織しはじめた動機はヨ大学自体においては大学

紛争を契期として新しい大学のあり方が求められることになり，現実の社会においては社会的里政

治的視点から近代社会の間題としての環境問題に対する関心が高まり，それが既存の科学技術に対

する不信や批判という型をとり，大学における教育や研究のあり方に改革を求める動きとなったり，

又各国の議会の場における政治論争をまきおこし里国内のみならず国際的にも国連やO　E　C　Dの場

においてとりあげられるにいたったことが根本的な動機と言えよう。既存の学問や研究の体制が，

長年月にわたる調査研究と経験の蓄積を体系的に整理してヨ自らのテンポで熟成を経て自主的，自

律的に新しい意識を生みだし王体系を生み出して来たものではない。

　アメリカはユ969年12月のr高等教育機関における環境科学」に関する第91回国会の委員会報
　　　　　　14〕
告が公表され，ロックフェラー財団は同年に大学における環境教育について助成金を出して，新た

な重点事業とすることを決めている。

　＊社会医学系

　本論文は文部省科学研究費r環境科学」は特別研究総合班1979年度報告集rB67－S15，環境科学研究と

教育！〕」におけるr海外における教育の現状」を転載したものである。
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　OE　CDのCenter　for　Educationa1Research　and　Imovation〔以下C　ER　Iという〕では，

1969年に学際性の概念とその応用についての調査を始め，その中で具体的課題としての環境問題

に注目し，1971年にフランスの大学でワークショップを開催し，大学における環境教育に関する

勧告をとりまとめ，その後ユ974年デンマークにおいて大学における環境教育に関する国際会議を

開催してケーススタディーを行いヨその結果を報告書として公表した。今回の報告はO　E　C　Dの4

つの報告書に基づいてとりまとめてみた。

碧　⑪週c⑰加盟国における環境教育に関する調査報告（5）

　OECDのCER工はユ97ユ年6月より7月にかけてオーストラリアとアメリカを除く2ユケ国

の1ユ92の大学および高等研究機関（ユ969年のI　A　Uの登録に基づく）に対して環境教育に関す

る質問調査表を送付して回答を求めた。これに対し249の回答が寄せられ，その中で131は環境教

育に関する積極的な回答がよせられた。これはヱ192の中の40ユの大学の中の82校であり，又791

の高等研究機関の中の49機関であった。調査対象の大学や高等研究機関全体の約2割が何らかの

形で環境教育を積極的にうけとめていることがわかる。

　環境教育においては学際的な接近の重要性が強調されているが図ユはUnder　Graduate，Gradu－

ate，Post　Graduateの3つの教育のレベル別にどの程度学際的な教育コースが持たれているかを

示したものである。Undergrad㎜te　LevelではDiscip1inary　Courseの割合が高く，学際的な教育

コースのみというものは少い。

　Grad㎜te　Leve1になると王Discip1inary　Courseのみのところは減ってくる。Interdiscip1inary　Co一

岨seはPost　Graduate　Levelでやや増加する傾向にある。Post　Graduate　LevelではDisciplinary

Courseのみの所は大幅に減る傾向にある。いずれのレベルでも学際的教育コースのみの大学や高

等研究機関は少くユ割前後にとどまっている。

　次に積極的な解答をよせた大学や高度研究機関の中で既存のDiscip1ineのどのようなものが，教育

コースの中に環境教育としてとりあげられているかを表玉に示す。生物学，生態学，公衆衛生をあ

げた大学や高度研究機関が多い。人文地理，化学，地理学，物理学，社会学がこれについでいる。

人類学，法律，統計をあげたものは少ない。

　次に環境教育の中でとりあげられた課題別の瀕度をみると表2の通りである。この調査は初めて

のものであり，用語や概念に関して定着した定義や理解が未だ形成されていないので，極めて不完

全なものでしかないことはO　E　C　Dの報告でも述べられているが，この調査を通じてO　E　C　D加盟

国ではユ970年頃に大学や高度研究機関に在籍した学生の中ユ97ユ年に環境教育の全部若しくはユ

部をとったものは2％程度にすぎないのではないかとしている。しかしこのような積極的な回答の

よせられた大学や高等研究機関の3王％は，環境教育を在籍の学生のみならず大学外の人々にコー

スを公開している点は注目する必要があろう。
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［Source］

　　CER〕二　＝　Environ皿ental　Ed－ucation　at　Univers　i　ty　Leve！

　　　　　　　　　Trend－s　and　Data画　1973里　OECD．　p．221邊

図ユ　環境教育における学際的コースが設けられている程度
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~~: I ~~:~~~~~:~~;~~=F] ~ L~~~4~cD Disciplines ~~~~~f~tLt･･*~i~~: 

Dis cip I ine Frequency 

An th r op o I o gy 2
 

B i o c I ima t o I o gy 3
 

Biology 29 

Chemis try ll 

Law 2
 

E co I o gy 28 

E conomi c s 4
 

Physical geography (a) 9
 

Human geography (b) 13 

Ge o I o gy. 7
 

Soil Science 2
 

Physics (c) 8
 

Public Health (d) 26 

Sociology 7
 

Statistics 2
 

(a) , (b), (d) ; the following individual disciplines which would 

unduly lengthened the list if they had all been quoted have been 

grouped under a general heading: 

a) Geophysics, hydrology, climatology; 

b) Demography, town planning, economic geography; 

c) Of the 8 cases listed under physics, 5 were more particularly 

related to radioactivity; 

d) Parasitology, toxicology, industrial health and hygiene. 

[ S ource J 

CERI : Environmental Education at University Level 

Trends and Data 1973 OECD. p.227. 
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表2　環境教育の中にとりあげられた課題と瀕度

Sむbject Frequency

Agriculture宙 4
Re　gi　onal　Develop蛆en亡画 11

Architechture－Town　Planning画 9
Chemis　try　o　f　Wa亡er　Res　ources

and　environ皿en亡一pollution　（a）画 16

General　ecology　＆　ecosyste皿s画 18

Res　ource　conservatlion　Hu㎜an

e・ology（a）画 6
Phys　ical　environment－phys　i　ca1

geography曲 10

Hygiene　and　pub　li　c　hea1亡h宙 4
Oceanography個 1

（a）；　The　subj　ect　underlined　may　be　considered　new　i，e，

　　　specially　crea亡ed　for　environ㎜en亡al　s　tudies．　　The

　　　other　sub　j　ec亡s　men乍ioned　were　alread－y　b　e　fore，

　　　e皿phas　is　was　laid　down　on　environ㎜ental　prob　lems由

［Source］

　CER］二　＝　Environ皿ental　Educa亡ion　a亡　Univers　i亡y　Level

　　　　　　Trend－s　and　Data．　1973．　OECD－　p．228。

3　アメリカ合衆国における環境科学教育に関する調査

　OECDの調査よりも2年早く。アメリカでは1969年12月に公表された，第91国会の科学

及び天体航行に関する委員会（Committee　on　Sciences　and　Astronautics）の科学，研究及び開
　　　　　　　16）
発小委員会の報告がある。この調査はアメリカ合衆国内の資格審査をパスしている1300のUniv－

ersitiesとCo1legesに調査表を出し，500の回答がよせられ，その中106は環境科学教育プログ

ラムとして適切なものとみとめて，それ等について解析を加えている。その報告によると環境セン

ターの構造や含まれている内容に非常に多くの異なった型があり，従来の理論的な性格よりも行動

的な性格が見られ，これは大学以外から環境問題が持ち上がって、それが大学に圧力をかけて来た

ことによって生じたためであろうとしている。又その内容は未だ充分整えられてるとは言えないと

一35一



t~*1l~~If~"J~~)~~i LCV~~. L~>Lc' cDr#!~~lOcD~~:t~:J~iHz /~7 -I~V~~>Ic)~C~~:~~~~~~0~1, ~~?~fn~l. ~~~~~ 

8~1 f~-' f~~{~~:~ LCcDi~~,_.~~~A=~b, j'l~[~b~lcDr~~~~:cD~ iC ~ ~ i~~~ tLCV~~~･~,D~ ~~>iC;J~ U~V'~ ~~L+~. 
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l. Departments of engineering, urban planning. Land use and 

transp or ta ti on . 

2. Public health departments of medical school. 

3. Departments of biological and chemical sciences with ecology 

as focal point. 

4. Departments of agriculture, forestry and marine scjences. 
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　又学生が卒業後，どのような経歴を踏んで行くかということについては全く準備がなされておら

ず，卒後の経歴に対応したカリキュラム計画は更に乏しいのが実情である。

　しかし全体としての評価の結論を下すには尚早であり，今後教官と学生の双方の意見をき㌧，又

アカデミックな社会のみでなく，政府や，保全グループ，実業界，その他地域社会の関心のある人

々の声をも聞いて改善し発展させなければならないと結んでいる。

　University　of　Wisconsin－Green　Bay教育は特に注目すべき特性を持っているので若干の紹介

をしよう。

逸　ウイスコシン大学グり一ベイの環境科学教育（8）（9）

　この大学の環境教育は4年の学部レベルと修士及び博士課程としての大学院コースを設けている。

この環境科学教育は地域社会の強い要望に基づいて始められた。ユ966年末に勧告をうけ，1967

年3月にアカデミック計画が出来，ユ969年から実施に移された。環境教育の特色は問題の焦点を

しぼり，将来への位置づけを考慮し，Transdiscip1inaryとInterdiscip1inaryな接近を重視し，

雇用問題と公民性の問題を教育の視点に組み人れ，地域活動をとり入れた実験的な教育の展開をは

かり，各種の空問の比較を念頭に入れ，学生と教授の緊密な関係と，学生の自発性をいかす教育を

通じて地域社会の大学としての使命を果たすことを特性としてうたっている。その構造として4つ

のテーマのCollegeと11の集中課題コースと20の選択課題を設けている。

　］一。　College　of　Environ㎜ent二al　Sciences

　2世　Coll　ege　〇二E　Communi　t二y　S　ciences

　3．　Colle　ge　o　f　Hu皿an　Bio　lo　gy

　4．　Coll　ege　of　Crea亡ive　Co皿㎜unica亡ion

　ll　Concentra亡ion　Courses

　］一。　Covering　all　aspects　of　亡he　enviro烈men亡

　2．　Analys　is　and－contro　l　o　f　tlhe　b　iophysi　cal　environ皿en亡

　3．　Hu珊an　ad－ap　t二ab　ili　ty

　4．　Nut1rition

5．　Population

6．　Grow亡h　and　development

　7血　Moder口isation

8．　Regional　and　し1rban　development

9・　Human　idcn亡i亡y

lO．　Envi　ronmentaユ　value　s

11．Co㎜unica亡ion
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Optional Subjects 

l. Anthropology 

2. Biology (Biochemistry, Microbiology, Ph_ysiology, Zoology 

Botany, Entomology, Ecology) 

3. Business Administration 

4 . Chemistry 

5. Conununication Sciences 

6. Ea.rth Sciences 

7. Geography 

8 . Economics 

9. Geology 

lO. History 

ll. Literature & Language 

12. Mathematics 

13. Performing Arts (music, drama,' dance) 

14. Philosophy 

15. Physics 

16. Political Science 

17. Psychology 

18. Public Administration 

19. Sociology 

20. Visual Arts 

[ Source J 

CERI : ~=nvironmental Education at University Level 

Trends and Data. 1973, OECD, p.162 167 

f~"~5t~~+~i~7" ~~l ~'~ ~ ~~ ~rcD~li~7/~~~)~: 3 ~)i~~ ~ ~d~)~; . 

1 97 1 f~J~ ~ 1 972 ~~~lc~･V~C~)~~~~i~;-~t~~i~ 5000 A~~k-R i~ 200 )~~~~~ ~;. +~i~*i/+'_.cD~~:'*-t~:~ L~(~ 

Bachelor of Arts or science (F-nvironmental Science ) , 

Bachelor of Arts or Science (Human Biology), 
Bachelor of Arts or Science (Community Science), 

Bachelor of Arts or Science (Creative Communications), 

Bachelor of Arts or Science (Administration) 
~f~-'-CV1~). 
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表3 TF，ACHING　PROGTA㎜E　AND　PATTER．N

　　　　　6　hours　per　week　of　genera二L　educat：ion　in　t二he　form　of

　　　　　　　　　　　　　　　　Liberal　Educa亡ion　Se皿inars

Com皿on　co〕＝e　for　　　＝［n　each　o　f　tbe　colle　ges：

all　students；　　Study　of　envir㎝一Study　of七he　　Co㎜㎝core

introduction　to　　mental　problem　　　　same　prob］一ems　　　　for　all　s亡u－

vaユues，　to　eco－　　　i双　the　Great　　　　　　in　other　regions　　dentls：　syn一

］一〇gy　an（1　亡o　envi－　Lakes　region　　　　　　of　t二he　Uni亡ed　　　　tlhesis

］＝onment－rela亡ed　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　ta亡es

problems

5　t二〇　6　hours　per　week　of　courses　t二〇　be　亡aken　in　each　of　t二he　four

colleges　o〕＝special　examiカation　a亡tes亡ing　to　adequa1二e　knowledge

iη　亡hes　e　s　e　c　ondary　sub　j　ec亡s

Acquisi亡ion　of　workj．ng　tools： at　leas　t　6　c】＝e（1its　in　each　of　two

subjectareasl

－　da亡a　p］＝ocessing　and　matheInatics；

一　artl　and　Inodern　languages

A皿ajorenviro孤men仁alprob1Le㎜con－

cen亡ra亡ion　（1）　亡o　be　chosen　as　a

main　sub　j　e　c亡　for　s亡udy　in　one　o　f

亡he　four　colleges（2）

Oηe　op　t二ional　sub　j　e　c　t　may　b　e　chos　en

（2）　（3）　which　should　be　rela亡ed　亡o

仁he　main　subjec亡：　eg・　chemis亡ry

and　protection　of　naとure，　sociology

and　urban　analysis

Professiona五　apPlica亡ions

Year　］一　　　　　　　　　Year　2

［Source］

　　CER亙　： Environ皿en亡al　Ed－uca亡ion

Trends　and　Dat二a由　1973里

Year3

　at1UniVerSi亡y

OECD苗　p苗166画

Year4

Leve1
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5　イギリスにおける環境関連の大学課程

イギリスにおけるSchoo1of　Environme耐a1Sciencesという理念は大学の中で，課題の分野や

性格についてぼんやりとした考えをもった大学人の問から発展したものといわれてし’る・その術

はAcademic　Plaming　Work　PartyのメンバーであるSir　So1lyZuehermaηが名付親である。

土地利用に関連したあるはっきりしない地理学の物理的環境分野の研究を学際的にす＼めるための

呼びかけをしたときに始めて用いられた用語であるという。

　1966年にこの新しい学部が生まれ，地質学，地球物理学と地理学を含む広い分野の人々が集ま

って学長と話し合ったときに，Schoo1of　Environmenta1Scie㏄esの領域と性格が話し会われた。

3年若しくは4年のBachelor　of　Scienceの学位をとるための大学学部コースと修士課題の大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユユ）
又はDiplomaコースとして大半は1年問の教育課程がある。その概要は表4に示す通りである。そ

の主たる分野には巾の広い相違がみられるが，生物学的又は物理的科学に関連の深いものが多い。

　環境科学の範囲は科学群全体がもつ範囲と殆んど差はないほど広いものであり，かつ環境科学の

研究は環境に関する杜会的政治的な決定と無縁ではあり得ない。このような広い領域のコースは一

人の人問が如何に長い年月をかけて教育をうけるとしてもそれに対応出来る性格をもつものである

故に，分野やプログラムのシリーズを明らかにした上でその中のどのような部門をとりあげるかを認

識する必要があるとともに里現実の複雑な問題に会わせるべきであるという考えに立っている。

6　フランスにおける大学の環境教育
　　　　　　　　　　　　　　　（ユ2）
　フランスの大学における環境教育はユ969年の秋から1970年の秋にかけて始められている。ユ97ユ

年4月にUniersityof　Toursで開かれたOECDのCERI主催による環境教育のワークショッ

プに出された報告によると，大学における最初の2年間のUniversity　Dip1oma　of　Environmen－

tal　Studies（D，uE．M．：DiplomeUnivers｛taired牡ude　du　m川eu）と，D．uE．M．に更に2年

を加えた（Masters　degree　in　Environmenta1Scie㏄es）の2つの段階がある。

　最初の2年問は週25時間の授業時問で，

’1．　Func亡ional　processes　of　t二he　b　iosphere，　ecosys　tems　and　e　conomic

　　－regions．　　　5　hours

2画　S　tudy　of　b　as　ic　cons　train亡s　i皿posed　by　亡he　natur　al　envi　ronmen亡。

　　8hours
3．　S亡udy　of　cons亡rain亡s　d－ue　亡o　human　activi亡ies．　　　　　7　hours

4固　Mathema亡ical　and　graphi　cal　p　ro　ces　s　ing　of　infor㎜a亡ion、　二Languages．

　　5hours
となり，このコースを修了して，更に2年間理論学習に適しているか否かを指導委員会が審査決定

をパスすれば次の2年の課程にす＼むことが出来る。3年目にはコァーカリキュラムで，2つのテ

ーマを学ぶ。
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表4 イギリスにおける環境関連大学コース

UN　IVE　RS　ITY　COURS　ES　WITH　ENV　IRONMENTAL　RELEVANCE　IN　THE　U．1〈、

First　degree　（undergradua亡e）　ccurses

most　ly　3　（or　4）　year　c　ou］＝ses　for　B．S　c。

○亙亡hodox　or　］一〇ng－es亡ablish　subjects

such　as　Bio王ogy，　Ceography，　Ceology，

Town　Planning，　Forestry，　Agricu1亡ure，

Hor亡icu1亡ure　are　no亡　1isted．

Environmen亡al　s　cience　　　　　　Eas亡　Ang　lia

（ear1：h　ScienCe　orien亡ed）

Enviromnen亡al　science

Envi　ronmen亡al　science

and　physics。

（atmosphere　orien亡ed）

EnVirOnmen亡al　SCienCe

（civil　engineering，

pub　lic　hea1仁h，　admi－

niStratiOn　Oriented）

Environmen亡al　science

（ecology－orien亡ed）

Wi］一dife　and　fisheries

managemen亡・

ReSOurCe　managemen亡

EC010gy

Soi］一　Science

Oceanography

Human　Ecoユogy

Lancas亡er

Salford

U］一S亡er

Edinb岨gh

Aberdeen

Liverpoo1

Uls仁er

Pos亡graduate　M．Sc．　or　Dip］一〇ma

mostly　l　year　du］＝a仁ion．

COurSeS，

Conventional　and　professional　courses

as　in　aspec亡s　of　Town　and　Coun亡ry

Planning，　Landscape　Archエtecture，

Archi亡ecture，　Civil　Engineering，　the

Socia］一Sciences，　Agriculture，　Horticu1＿

ture　or　Foτestry　are　no亡　1is亡ed．

Ge　o　l　o　gy，　Ge　o　pb　y　s　i　cs　　Ab　e　rd　e　e　n，　B　i　r㎜in　gh　am，

Geochemis亡ry　or　　　　　Durham，　Lee　ds，

econoTnic　applica－　　　　Leicester，　飛ewcas亡ユe，

亡ions　亡hereof．　　　　　　Oxford，　Bedford

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　College，　Imperia］一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　College．

Hydrogeology　　　Universi亡y　Coユ1ege　London，

Me　teorology　or　　Birmi口9ham，　Imperiaユ

similar　　　　　　　　College，　Reading，　Bangor．

Natural　resou］＝ce　survey　　　　　Sussex

Eηvironment二al　resources　　　　Salford

Envi　ronmen1二al　conservat　i　on　　He　rop　t－Wa　t亡

Environmen1二al　design　　　　　　　削ewcastle

Envircnmcntal　control　and　　　S　tでathc＝Lyde

resource　utilization
E　co　l　o　gy　　　　　　　　　Bango　r，　Ab　e　rde　en，　Du　rh　am

Conservation　　　　Unive　rsi亡y　College　London．

Soiエ　science　　　　　　　　　　　Newcas亡1e，　Oxford

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reading，　Al〕erdeen

Oceanography　and　o亡her　　　Sou亡hamp亡on

aspec亡s　of　Marine　　　　　　　Bangor

SCienCe

Applied　Hydrobiology　　　　　　　Chelsea

Biology　of　Wa1二er　Management　As亡01］

Wa亡er　Respurce　Techno］一〇gy　　　Birmingham

Wa亡er　Resource　Engineering　　Dundee

Freshwa亡eτ　Bio！ogy　　　　　　　　　　Liverpoo］一

Wa亡er　ResoUrces　　　　　　　　　　　　　Newc8s亡1e

【Source］

　　CERI Environmen亡a1－　Educa仁ion　at二Universi仁y

Trends　aηd　Da仁a．　19フ3，　OECD．　p．119．

LeVeユ
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二」　Man　i　s　e　ffect　on　environmen亡　（Prob　le㎜s　of　phys　ical　planning　and

　pollution）蟷

2圃　The　effect　of　environ㎜ent　on　man　（human　ecology）岨

　4年次には選択課題として環境の主要なタイプに応じた課題が設けられており，この課題は一つ

の大学で教えられるわけではない。

1．　Urban　Manage孤ent．

2国Rural　Management。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

3咀Manage㎜ent　of　Mount二a文n　Areas個

4宙Managemen亡　of　Medi亡erranean　Areas咀

5画Xanagemen亡　of　Tropical　Areas個

6画　Manage狐en亡　of　reserved雲　Scenic　and　Parkland　Areas，

　　　　　　　　　　　　　1s亡　CYCLE　　　　　　　　　　　　　　2nd　CYCLE
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l
 

l
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l
 
l
 

l
 
I
 

c
 

　！冨t　YEAR　　　　　2nd　YEAR　　　3rd　YEAR　　　4th　YEAR

醒COMP肌SORYSUBJECTS
髪0PTIONALSUBJECTS
騒　FI葛LD　WORK　AND　TRAINING　P亘RIODS

［Source］

　CERI　：　Environmen亡a工　Educa仁i01ユ　at　Univers　i亡y　Leve！
　　　Trend昌　and　Data．　1973，　OECD．　P．1フ6．

図2　University　of　Paris　Wの教育プログラム

　　　！畠亡　CYCLE

．1へ＿一㌧＿ハ
2nd　CYCLE

　YEAR　l　　　　　YEAR　2　　　　YEAR　3　　　　YEAR　4

翻COMPULSORY
藪0PTIONAL
－Source］

CERI　：　Environ剛en仁al　Educa仁io11　a仁　Univers　i亡y　Level

　　　Trends　and　Da1：a．　19フ3，　OECD．　p．184。

図3　University　of　Toursの教育プログラム
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3年次と4年次を2ndC階と呼んでおり・25週問に各周ユ・時間の授業と・フィールドトクと

個人研究が課せられている。なおUniversity　of　Toursでは更に5年次のコースもあり、このコ

ースまでとればDiplomaof　Eco1ogica1Engineeringの資格が与えられる。

　フランスの大学における環境教育はヨ資源開発と，資源管理という視点を重視している傾向がみ

られる。

7　スェーデンにおける大学レベルの環境教育（1遂）

　大学や高等研究機関において従来長年にわたる環境教育が行なわれて来たが，1960年代の後半

になって工部の大学が大衆や政治家の環境問題の提起を契期としてヨ統合的な環境教育コースが恒

久的なプログラムとは別に散発的に実施されはじめた。1969年にいたりOffice　of　thc　Comce．

l1or　of　the　Swedish　Un1versity（O　C　S　U）は短期の入門コースを開始するとともに，一年コー

スを開設するための委員会を設けた。1970年の春の学期にはすべてのスェーデンの大学が玉0週間

の短期フルタイムのコースを開設した。又！971年の春の学期にはLand　Universityが1年コー

スを委員会の報告に基づいて開設した。図4は！0週問の短期コースであり，図5は1年間のコース

である。

10p

SOCIETY AND ENV工RONMENT

SO工L， Dl［FFERENT K］二NDS OF WASTES

WATER POLLUTION

A工R POLLUT］二〇N AND NOl［SE

INTRODUCTヱON

2p

2p

2p

2p

2p

25　YEARS　OF　AGE，　5　YEARS　WORK工NG　　P：点

［Source］

　CER＝［　：　Environ皿ental　Education　at　Univers　i　ty　Leve五

　　　　　　Trends　and　Data向　1973，　OECD画　p咀307個

　　　　図4　環境汚染及び天然資源計画に関する10週間の入門コース
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40p

SOC工ETY AND ENV］二RONMENT
（1egi・1a亡ion， regional　planning，

nature COnSe「VanCyヨ etC．）

ENV］lRONXENTAL HYGIENE
（biocides， toxicology里 nOiSe， e亡C。）

GENERAL ENVIRONM亙NTAL ㎜AGEMENT
（air，Water， soi1）

AGR工CULTU肥， FOR玉STRYAND TECHNOLOGY
AND THE］二R　EFFECTS ON NATURE

夏COLOGY AND GEOSC工ENCE エエ

PLANN］二NG ECOLOGY
AND ECONOM工C AND
GEOGRAPHY GEOSC工ENCE

］
二

BAS工C LAW BAS工C CHEM工STRY，

AND ECONOM］二CS
NED］二CINE

AND PHYSIOLOGY

SOC工AL
SCIENCE
STUDENTS

5p

5p

8p

4p

6p

6p

6p

EMPLOYEES
DEALING
w］二TH

ENV］二RON悩ENTAL
PROBLEMS

［Source］

　CE早〕二　：　Environ孤ental　Education　at　Univers　ity　Leve二L

　　　　　でrends　and　Data岨　］一973，　OECD画　p．308。

　　　　　　図5　環境管理と天然資源計画に関する1年

　　　　　　　　　コース（P：点）

墨　カナダのU獺量鴨鵬晦⑬登聡細曲⑬における環境教育（蝸）

　4年の大学学部コースでBache1or　of　Environmenta1Studiesの学位コースがある。1969－70

年には3人の専任教官で20人の学生をもって始まり，1970－71年では工O人の専任教官と60人の新

たな学生が加わった。コースは人問一環境科学（Department　of　Man－Environme泣）と呼ばれ

ている。197王年現在では建築学部，都市言十画学部里地理学科，人間環境学科の4つの部門より成

り，人間と環境の相互関係のテーマを生物学的，物理学的環境，社会経済環境，人工的物的環境と

いう部門に分けて扱い，システム理論，決定理論，生態学の3つの学理を通じて，推論に関する訓

練を行う。Disciplineとしては，生物学，地理学，人類学里意志伝達科学，経済学，工学，美学，

心理学，社会学，社会科学，統計，コンピューター科学，記録文書管理が含まれている。
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竪　C翻醐のワークショップにおける総括的考察（16）

　197ユ年4月フランスのToursにおいて行なわれたC　E　R　Iの環境教育におけるワークショップ

で第2グループは各国における環境教育の現状を検討した上で，大学における環境教育について総

括的な考察をとりまとめた。図6にこれを示す。

　　　SCHOOL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UNIVERSITY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：ADUL笠　EDUCATION

　LEVEL　］一11－EVEL　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LEVEL　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　LEVEL　2　　　　　1　　　　LEVEL　3　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEACHI刮G　　　　‘
　・TEACHERS．ALLSUBJECTS　　㎜　　　　QUALIFICA夏I0固1 1GENERAL　PUBLIC

　　　　　一一・一　1照　　1魎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1肥F㎜SHERCOURSE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I頁0R　PROFESSIONS　LAND－OR　RESOURCE－BASED　PROFESSIONS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　RONOMY，　FOR正STRY，　LOW，　ARCHITECT，　ENGINEER，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1PLAN服R，凹肌ICHEALTH，SOCIAL＾D泄MST舳丁工0N　　　　　　　　　　　　l

1　鰯　　　　　　　　　　、、、、工、、I、、l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　ENVIRON｝侃刮TAL　SPECIALIST　　　　　　　　　　　　　　　SPECIALIST　　　　　ENVIR0㎜ENTAL　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　ぺll　PHYS／BIOL錺SOIL　SCIE顯CE，　ECOLOGY．　LIMNOLOCY剛1　　ENVIR・　COURSE　．　　　RESEARCH　　　　1
；SOC工0－ECON－S㏄IOLOGY，ECONO肺ICS，SOCIALPSYCHOU　l　　　　　l　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1
　　　　　EWIRO㎜ENT蛆G醐E肌IS写　　　　　　　　　1　　　　　：

醒醐・・…岬・・・・…
The　thicknes冨　and　ユ畠ng亡h　of　仁hi宮　r8pre畠en亡s　on1y　a　very　tentative

sugges仁i01］　of　仁he　amount　and　duration　of　such　a　coufse

　［Source］

　　CER〕二　：　Environ皿en亡al　Education　at　University　1Level

　　　　　　Trends　and　Data画　！973雲　OECD宙　p画292。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6

この図では大学における教育を学部（Under－Graduate1evel：Leve11）と大学院修士課程（Gr．

aduate1eve1：Leve12）と大学院博士課程（Post　Graduate　Leve1：Leve13）に分け，この大学の課

題は義務教育（Schoo1：Leveu）と中学又は高校担当教育（SchoollLeve12）と，大学卒業及び大

学前の学校課程のみで社会に出たものをも含めた成人に対する教育との問に位置づけ，学校教育

（Schoo1：Leve11，Leve12）では一般的な環境教育を設け，大学の学部教育（Leveu）では，すべて

の大学生に対する教育，あらゆる分野の教師となる学生に対する教育，環境教育の教師となる学生

に対する教育，土地或いは資源関連の専門職業人に対する教育，土壌ヨ森林，法律，建築，工学，

計画，公衆衛生，社会行政関連の環境のスペシャリストとなる学生に対する教育，土壌，生態，岩

石等の物理的，生物学的領域及び社会学，経済学，社会心理学的の社会経済的な頒域で環境問題を

一般的な立場から扱うジェネラリストに対する教育に層別し，これ等に対するLeve11あGra汕a．

te　Schoo1では，一般的な環境コースと，スペシャリストとしての環境コース及び教師の資格のた

めのコースに分け，Leve12のGraduate　Schoolではスペシャリストとしての環境研究の課程を配

し，成人教育としてはr般公衆に対するものと専門職業人に対す卒業再教育に分けてダイヤグラム
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をえがいている。

　次に一般的な環境コースとして，基礎的な課題と，主要課題，統合問題としての課題とプロジェ

クトの4つに分類し，この4つがどのような組合せのシリーズとして教課課題の流れの中に配置さ

れているかということについて表5，図7，図8，図9に示している。

表5　一般的な環境教育の内容分類

1．Bas文csubjects
　　Biolo　gy　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ge　ography　　　　　　　　　　　Ch　e㎜is　t　ry

　　S　o　cio　lo　gy　　　　　　　　　　　　　　　　Hu狐an　b　i　olo　gy　　　　　　　Bio　ch　emis　try

　　Interscience　　　　　　　　　　　　Systems　tlheory　　　’　　Sta仁istics

　　Psychology事　et　c何

　　Students　would　select　certain　of　tlhese　to　supPlemen亡　their

　　OWn　ne　e　dS由

2。一Main　subject二　　　　　An　alternative　s　truc亡ure　specified

　　Ecology　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na亡ure　conservation

　　Environmenta五　science　　　　　　　　　　　　　　Land　爪anagement

唖　S　ocio＿econo㎜i　c　organis　a　tion　　　　　　　　　Human　welfare

3画　Prob　le犯s　in　te　rgr　a亡ing　the㎜es

　　Human　tolerances

　　Energy　reSOurCeS

　　Growth　of　population

4画PmjeCt

［Source1

　CERエ　ニ　Environ㎜ental　Education　at　University　Level
　　　　　　Trends　and　Datla岨　1973婁　0ECD．　p．293。

　しかし全体として環境教育におげる関心は大きく分けて物理的画生物的分野と，社会的画経済的

視点の2つに分かれており，しかもそこで用いられる概念や用語の間に相違が多く，意志疎通が極

めて不完全であり，将来は収れんされて行くことは望ましいが，機関の相違によって力点の違いが

出ることは不当なこととは考えられないとしている。（ユ971年の時点におけるこのような検討の

結栗は，環境教育のスタートが欧米よりも5年以上おくれておこった我が国にとって王その考えの

当否は別としても，どのような視点から大学における環境教育と研究を調査検討すべきカ）というこ

とに関しては有益なものであろう。）
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且⑪　大学における環境教育の評価

　OECDのCERIによるEnv1ronmental　Educat1on　at　Past　Sec㎝dary　Level12：1974に

おいて，各国の大学における環境教育のケース1スタディー報告がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　こ＼ではどのような共通のフレームワークを設けてケース1スタディーが行なわれたかを紹介し

たい。

1、誰が教育を行うか？（教官について）

　　教育者はどのような種類の専門を有しているか。教官選考のクライテリヤは何か。その他位と

背景はどうなっているか。専門職業人としてのスペシャリストか教育家か。

2、制度と組織

　　教育の組織的な基礎はどうなっているか。Departm㎝tか，SchoolかFacu1tyかC㎝terか？

組織機構は大学といかなる関係にあるか。又地域社会との関係はどうなっているか。

3．教育コースの内容

　　コースの理論的基礎は何か。学際的教育は教育コースの中に如何に設けられているのか。どの

　ような分野の研究に基づいているのか。

4．教授方法，媒体，及教材

　　教授方法，新しい教育技術の活用害教室外の学習，評価について。

5．研究の基礎について

　　学生の研究の役割と，その活用，基礎的若しくは応用的研究，環境問題の相談役，授業と研究

の結びつき。

6．成功をはかる尺度は何か

　　入学学生数，卒業の割合，入学者の増加，就職の状況，学位授与についての専門職業面からの

予測と評価，等。

7．卒後再教育について

再教育，持続的教育。

　このような評価を教官と学生の双方に面接をして行うべきであるとしている。又アメリカの委員

会報告でも，教官と学生の双方の面接調査と，行政，産業界，環境保全グループ，地域社会の関心

のある人々とも面接をして評価する必要を強調している。

　WisconsinUniversity－GreenBayの1971年6月からユ972年8月までに卒業した581人の

卒業生について，どのような就職の状況であるかを調べた所，80．2％の回答が得られた。その

51．5％は環境の分野で働いており，次いでユ7．6％は更に教育をうけており，ユ4．6％は環境に関

係のない分野で働いており，ユ1．6％は就職しておらず，4．3％は軍役についており，0．4ユ％は平

和部隊に入っていた。

　又同大学で卒業生について大学における環境教育からどのような有益なものを得たかということ

について41Very　much，3：Q也te　a　bit，2：Some　Benefit，！：Wry　littleという4つの

スケールで調査したところ批判的な考え方や，人問関係，人道的な考えについては2．6強の問であ

り，職業的には2．5強でや、底値を示した。しかし特に顕著な差があるともいえない。全体として
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「まあ有益であったといえる」という程度と云えよう。その項目別の細目結果をみると，職業の上

で単語，術語，事実などに関していろいろの分野の知識を得たという点では成績はよかったが，直

接仕事に役立つ手技や技術については低い成績であった。表7と表8にこれを示す。

表6．Wisc㎝sin　University－Green　Bayの環境教育課題卒業者の状況

○仁aユ Tota！ Empユoyed Con亡inuing　　　≡　P芭ace　Corps　　　Niユi仁ary　　　　Nor－s芭僅king　匿mploy一・…1l…　1・1・…　皇1・…　耐…岬・榊 Emp！oyedo肚
raduates Responding in　fi僅1d Of　fi邑1d

n 完 n 累 n　　　完　　　　　n 蒐　　　n 累　　　　　　n 寛 n 蒐

ヨ

Ju爬andAugus亡 168 ！47 87．5 87 59．2 31　21、ユ　」 16 4．∵　9 6．1 ユ4 9．5

王9フ1 ≡ ≡

Decemb2r！9フ1 王13 66 58I4 30 45．5
12118・2　1　1　　　≡、、≡ユ、．フ1、 …1l ≡

一

1・・i　・！ 16．6 11 16．6
■

≡

≡ ■ ≡

・・1ぺ 5・］129
≡

June19フ2 255 216 84．7 ！04 48．ユ 13．4 37 17．1
1
≡
≡

ugu畠亡！972 45 3フ 82．2 19 51．4
5　上3．5　i　　　　　　　　　≡ 2 5・白1　5 13．5 6 16．2

≡

To亡a！ 581 466 80．2 240 51．5 82　　！フ、6　　　　2 刈・・ 　　　　■4．3　　　　54
11．6 68 14．6；

n　＝　344　　　　　　　　　　　　蒐　＝　73．82　　　　　　　　　　　　　　　　．n　＝　］一22　　　　　　　　　冤　鶉　26．18

［Source］

　CER］二　：　Environ皿ept　aユ　Educa亡ion　atl　Pos　t　De　cadary　Leve1　工＝　p．203。

表7．UWG　Bの卒業生の教育的な利益についての評点の平均とその標

　　準偏差

Scale Mean
Standard一

Deviation

Cri亡i　cal　Thinking 2画67 。58

Human　Relat二ions 2．66 画62

Hu肌anis亡ic 2画63 個59

Vocationa1 2．55 。66

［Source］

　CER工　：　Environmen仁al　Education　at　Univers　ity　Leveヱ

　　　　　Trends　and　Da亡a．　1973，　OECD．　P画204。
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表8 UWG　B卒業生の分類項目別にみた教育的利益につい

ての評点（A＆B，C＆D）のパーセンテージ

　　　1．　Reasoning　ability－recognising

　　　　　　assu㎜p亡ions，　making　logical

　　　　　　inferences　and　reaching　cor－

　　　　　　reCt’COnC工uSiOnS．

　　　2．　Abiユi亡y　to　see　relationships，

　　　　　　similarities　and　differences

　　　　　　be亡ween　ideas．

　　　3．　Understanding　the　nature　of

　　　　　　science，　experi狐enta亡ion　and

　　　　　　theOry．

　　　4．　Scepticis㎜一ability　to　with－

　　　　　　hold　judg皿en1ニヨ　raise　questiOns

　　　　　　and　eXamine　COntrary　VieWS．

　　　5．　Quantitative　thinking－under－

　　　　　　standing　co耳cepts　of　probabi－

　　　　　　1ity，　Propor亡ion，margin　of

　　　　　　errOr，　etC．

B．　Hu㎜an　Relations

　　　1．　Personal　development－under－

　　　　　　standing　one　i　s　abi1二…一ties　and

　　　　　　五i醐ita亡ions，　in亡erests　and

　　　　　　s　tandards　of　b　ehaviour．

　　　2画　Develop㎜ent　of　friendships

　　　　　　and　loyal　t　ies　of　las　t文ng

　　　　　　value．

　　　3．Appreciation　of　individuali　t二y

　　　　　　and　independence　of　though　t

　　　　　　and　aCt　iOn。

　Very　Much
　　　　and

Qui亡eaBi亡

　　　So孤e

　　　　and

Very　Lit亡1e

69ス　　　　　　　31ス

69　　　　　　　3ユ

39　　　　　　　　6ユ

69　　　　　　　　31

40　　　　　　　　60

66　　　　　　　　34

45　　　　　　　　55

74　　　　　　　　26
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　　　4．　Social　developmen仁一experience

　　　　　　and　skill　in　re］一a亡ing　to　ot二her

　　　　　　people－

　　　5，　Tolerance　and　unders亡anding　of

　　　　　　○亡her　people　and　亡heir　views．

　　　6．　Appreciation　of　religion－moral

　　　　　　and　e　thi　cal　s　tandards．

C．　Humanis　t二i　c

　　　1．　Awarenes　s　o　f　d－i　fferent　phi　lo－

　　　　　　sophies，　cu1亡ures　and　ways　of

　　　　　　life．

　　　2．　Broadened　literary　acquain亡a－nce

　　　　　　and　apPreciation曲

　　　3，　Aes亡he　tic　sens　i亡ivi亡y－apPrecia－

　　　　　　tiOn　and　enj　Oymen亡　Of　artヨ　muS　iC，

　　　　　　drama．

　　　4．　Wri　ting　and　speaking－clear3

　　　　　　COrreCt，effeCtiVeCO㎜uniCatiOn．

D．　Voca仁ional

　　　1．　Background　and　specialisat二ion

　　　　　　for　fur亡her　educa仁ion　in　some

　　　　　　profess　iona1ヨ　s　cien亡ific　or

　　　　　　s　cho　larly　fie　ld．

　　　2．　Bases　for　i皿proved　social　and

　　　　　　eCOnO王niC　Sta亡uS．

　　　3．　Vocabu二Lary，　亡erてninology，　and

　　　　　　facts　in　various　fields　of

　　　　　　knowledge．

　　　4恒　Vocationa1　亡raining－skills　and

　　　　　　techniques　direc亡1y　apPlicable

　　　　　　to　a　job芭

66　　　　　　　　34

72　　　　　　　　28

27　　　　　　　　　73

71　　　　　　　　29

52　　　　　　　　48

48　　　　　　　　52

56　　　　　　　　44

59　　　　　　　　虹

51　　　　　　　　49

70　　　　　　　　30

36　　　　　　　　64

［Source］

　　CERI　： Environl］1en亡al　Education a亡Post Decadary　Leve1 〕二：　p．203。
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H　⑪瑠C⑳の大学に対する勧告（20）．

　1971年4月フランスのTours大学におけるOECDのCER工主催のワークショップの結論に

基づいて概略次のような勧告が大学教育に関してなされた。

ユ．大学の通常のカリキュラムとコースの中で，すべての大学は各々のDiscip1ineや職業が環境問

　題にどのように関係し貢献し得るものであるかという点に力を入れて教育すべきである。ユ部の

　学生はそのDisciphneと専門職業の面から環境のスペシャリストになることを励ますべきであろ

　う。

2．各国で多くの大学が一般的な環境教育コースを開設すべきである。

3．各国が1つ以上の大学が人問と環境に関する専門的なDisc1p11neに力を入れるべきである。

4．環境教育は次の4つの要素から成る。

　　　基礎的Discip1ine．

　　　学際的接近の統合要素としてのテーマ

　　　関連問題

　　　実際的な現実の生活に根ざした地方プロジェクト

5．問題指向を持つ教育をす＼めるための教育学的な技術を広げるべきである。

6．学生の問題解決のための自発的研究を励ますべきである。

7．地域社会や，広域社会の二一ドに対する方向づけをもつべきである。

8．学校の教師や一般公衆の環境教育に力を入れるべきである。

H　ま　と　め
　本年度はO　E　C　DのC　E　R　Iが刊行した4つの報告書を基礎として欧米における大学の環境教育

について調べた。1970年から今日までの10年間に一定の進歩と変化が見られたことであろうが，

これは今後の調査研究に待ちたい。1972年の国連のストックホルムにおげる人問環境会議以降ベ

オグラード，トビシリにおいて国連の会議が行なわれているので，いずれ国連の資料も調査して，

特に開発途上国の情況を把握したい。

　日本におけるr大学における環境科学に関する教育と研究」についての研究サロンは1979年に

始めてスタートしたばかりである。

　O　E　C　D諸国の工O年前の経験と論議は日本にとっても有益な示唆を与えるものであろう。
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